
▲ 見事、大会初の2連覇を達成した勝連双葉の選手達

「みんなの輝く未来へ」をテーマに
手話スピーチコンテスト全国大会へ
手話スピーチコンテスト全国大会出場決定報告

　原稿及びビデオによる審査の結果、中部農林高等
学校福祉課に通う久志英恵さんが、8月に東京都で
行われる「全国高校生の手話によるスピーチコンテ
スト」に出場が決定。8月7日、家族や学校関係者
とともに、市役所を訪れその報告を行いました。同
大会への出場は県内から4人目。久志さんは「作文
する中で、自分の目標がはっきりしてきた。将来は
手話通訳士をしながら、福祉の仕事に携わりたい」
と夢を語ってくれました。

　7月21日～24日の間、64チームが参加して行
われた全九州・山口少年野球大会（開催地：福岡県）
で、勝連双葉が昨年に続いて見事優勝の栄冠を手に
し、大会初の2連覇を達成。
　8月7日、知念市長、前門教育長を訪れ、その喜
びを伝えました。選手を代表して仲村怜君が「九州
大会では、自分達の力を十分に発揮して、優勝する
ことができました。8月の市長杯でも優勝目指して
頑張ります。」と感想と抱負をのべました。

勝連双葉
大会初の2連覇を達成！！
JALカップ第26回全九州・山口少年野球大会優勝報告

　ふるさとの言葉に対
する関心を高め、その
価値を見直すとともに
地域文化の継承発展の
一助とすることを目的
に第3回しまくとぅば
語やびらうるま市大会
が開催されました。

8/4 しまくとぅば語やびら大会

　施設の役割や仕事内
容への理解を深めると
ともに交流及び福祉教
育の推進を目的に開催
された体験学習には、
夏休みを利用して市内
の中・高校生約250名
が参加。保育園や老人
保健・福祉施設などで
福祉の仕事を学びました。

8月 福祉施設ふれあい体験学習

　宇堅ビーチにて、親
子カヌー体験教室が開
催され、市内から親子
30組が参加しました。
Ｂ＆Ｇ勝連海洋クラブ
員から指導を受けた後、
参加者した親子は楽し
そうにカヌーを漕いで
いました。

8/5 親子カヌー体験教室開催

　テレビの収録に訪れた、
うるま市をルーツに持
つハワイ在住のミュー
ジシャン、Melodyさ
ん（写真中央）。本市で
沖縄の童唄の継承活動
をしている宮城葉子と
てぃだぬふぁ童唄会も
撮影に参加しました。

8/9 故郷の空の下、子ども達と一緒に
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▲ 家族や学校関係者とともに知念市長、前門教育長を訪れ、
　 出場決定の報告をした久志さん（前列：右）
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旭日単光章
伊波 隆 氏（57）
うるま市石川　元うるま市議（6月28日逝去）
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「うるま市情報公開・個人情報保護制度運営審議会」とは？
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役　職 氏　　名 所 属 名 称 等

うるま市社会福祉協議会副会長

沖縄国際大学法学部教授

うるま市青少年育成市民会議副会長

沖縄国際大学法学部教授

安慶名区自治会長

うるま市ＰＴＡ連合会会長

人権擁護委員

うるま市女性連合会会長

うるま市商工会理事

美原区自治会長

うるま市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会副会長

うるま市青年会議所理事長

うるま市総務部総務課長

うるま市福祉部児童家庭課長

うるま市教育委員会指導部学務課長

　市民及び識見を有する者15人で構成され、情報公開制度

と個人情報保護制度の適正かつ円滑な運

営及び改善を図ります。個人情報保護制

度の運営に関する事項については、市（実

施機関）から諮問された案件について調

査審議し答申を行います。

うるま市情報公開・個人情報保護制度運営審議会うるま市情報公開・個人情報保護制度運営審議会うるま市情報公開・個人情報保護制度運営審議会
委嘱期間 ⇒ 平成19年7月1日 ～ 平成21年6月30日（2年間）

仲里　正義

照屋　寛之

金城　武夫

前津  榮健

仲宗根　勝

新里　浩光

上原　陽子

島袋　邦子

池宮　篤

仲宗根  洋子

横田　康枝

山入端　進

当間　重春

伊集　朝俊

高安　正秋

ナカザト　   セイ ギ

テル ヤ    　ヒロユキ

キンジョウ　 タケ オ

マエ  ツ　  エイケン

ナカ  ソ  ネ　   マサル

シン ザト　  ヒロミツ

 ウエハラ  　ヨウ  コ

シマブクロ　クニコ

イケミヤ　  アツシ

ナカ  ソ   ネ  　ヨウ  コ

ヨコ  ダ　    ヤス  エ

 ヤマ ノ    ハ  　ススム

トウ  マ　    シゲハル

  イ  ジュ  　トモ トシ

タカヤス   　マサアキ

●お問い合わせ先●
うるま市総務課
（市政情報センター（市役所本庁3Ｆ））
住　所　〒904-2292
　　　　 うるま市みどり町一丁目１番１号
電　話　098－973－5801
ＦＡＸ　098－973－9819

知りたい情報についてわからない
ときは、お気軽にご相談ください。
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